
地域・中小企業を元気にする

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

経
営
ト
ッ
プ
が
決
断
す
る
理
由

別 冊
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当社は、サプライチェーンの取引先の皆様や価値創造を図る事業者の皆様との連携・共存共栄を進める
ことで、新たなパートナーシップを構築するため、以下の項目に重点的に取り組むことを宣言します。

１.サプライチェーン全体の共存共栄と規模・系
列等を超えた新たな連携
直接の取引先を通じてその先の取引先に働きかける
（「TierN」から「TierN+1」へ）ことにより、サプライチェー
ン全体での付加価値向上に取り組むとともに、既存の取引
関係や企業規模等を超えた連携により、取引先との共存共
栄の構築を目指します。その際、災害時等の事業継続や働
き方改革の観点から、取引先のテレワーク導入やBCP（事
業継続計画）策定の助言等の支援も進めます。
（個別項目）※下記から積極的に取り組む項目を特定し項目
毎に取組内容を具体的に記載してください。
ａ.	企業間の連携（オープンイノベーション、M&A等の事
業継承支援　等）

ｂ.	IT実装支援（共通ＥＤＩの構築、データの相互利用、IT
人材の育成支援　等）

ｃ.	専門人材のマッチング
ｄ.	グリーン化の取組（脱・低炭素化技術の共同開発、生
産工程等の脱・低炭素化、グリーン調達　等）

２.「振興基準」の遵守
親事業者と下請事業者との望ましい取引慣行（下請中小企
業振興法に基づく「振興基準」）を遵守し、取引先とのパー
トナーシップ構築の妨げとなる取引慣行や商慣行の是正に
積極的に取り組みます。
※	下記①～⑤の取組内容は、「振興基準」（取引対価決定
の際の協議、契約条件の書面交付等）を踏まえた上で、
業界の取引形態に合わせて変更することが可能です。

※	「下請取引以外の企業間取引についても、取引上の立場
に優劣がある企業間での取引の適正化を図るという下記
項目の趣旨に留意する」場合には、その旨記載ください。

　①価格決定方法
不合理な原価低減要請を行いません。取引対価の決定に当
たっては、下請事業者から協議の申入れがあった場合には
協議に応じ、労務費上昇分の影響を考慮するなど下請事業
者の適正な利益を含むよう、十分に協議します。取引対価
の決定を含め契約に当たっては、親事業者は契約条件の書
面等による明示・交付を行います。

　②型管理などのコスト負担
契約のひな形を参考に型取引を行い、不要な型の廃棄を促
進するとともに、下請事業者に対して型の無償保管要請を
行いません。

※	型とは、金属、プラスチック、ゴム、ガラス等の素材を、
それぞれ目的とする製品の成形加工用に使用される金型
のことです。型を活用した取引を行っていない場合には、
除外してください。

　③手形などの支払条件
下請代金は可能な限り現金で支払います。手形で支払う場
合には、割引料等を下請事業者の負担とせず、また、支払
サイトを60日以内とするよう努めます。

　④知的財産・ノウハウ
知的財産取引に関するガイドラインや契約書のひな形に基
づいて取引を行い、片務的な秘密保持契約の締結、取引上
の立場を利用したノウハウの開示や知的財産権の無償譲渡
などは求めません。

　⑤働き方改革等に伴うしわ寄せ
取引先も働き方改革に対応できるよう、下請事業者に対し
て、適正なコスト負担を伴わない短納期発注や急な仕様変
更を行いません。災害時等においては、下請事業者に取引
上一方的な負担を押し付けないように、また、事業再開時
等には、できる限り取引関係の継続等に配慮します。

３.その他（任意記載）
(例)	取引先満足度調査の実施、事業活動を通じて得られた

利益やコストダウン等の成果配分を取引先との間で
	 ″50/50（ﾌｨﾌﾃｨ ･ﾌｨﾌﾃｨ）″とする、「ホワイト物流」に
関する「自主行動宣言」を表明済み　等

(例)	約束手形の利用の廃止に向けて、大企業間取引も含め、
現金払いや電子記録債権への移行に取り組みます。

○年○月○日

企業名

□□□□□株式会社

役職・氏名（代表権を有する者)

□□□□□　□□□□

ひな形
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この「別冊」は、多くの企業経営者に「パートナーシップ構築宣言」を知っ
てもらい、取引先との共存共栄に向けた「宣言の輪」がさらに広がるよう、
月刊石垣３月号（2021年）の特集を再編集して１冊にしたものです。

取引先と共存共栄の関係を築こうとする経営者の皆様へ

「パートナーシップ構築宣言」とは

プロモーション動画もあわせてご覧ください

宣言企業の特典

①本宣言のことを今すぐ知りたい
【５分版】

②全体の概要・概略を知りたい
【10分版】

③背景や事例など詳しく知りたい
【Full版／ 30分】

わが国の国際競争力強化や新型コロナウイルス克服後の未来を切り拓くことを目指し、サプライチェーン全体で
の「付加価値向上」の取組みや規模・系列等を超えた「オープンイノベーション」などの新たな連携を促進すること、
そして新型コロナウイルス感染症の影響など経済状況の悪化を踏まえて中小企業・小規模事業者への「取引条件の
しわ寄せ」を防止するとともに、「下請取引の適正化」を進めることなどを目的としています。

■	サプライチェーンの頂点企業が、Tier ２以下を含むサプライチェーン全体の競争力向上を自らの課題と考え、サプ
ライチェーン全体の競争力向上や信頼関係の強化が期待される。
■	系列・業種・規模・地域を超えた「オープンイノベーション」の推進が期待される。
■	「イコールパートナー」として新たな取引関係を生むツールとしての活用が期待される。

「宣言」が公式ポータルサイトに掲載・公表される

宣言企業は「ロゴマーク」を使うことができる

一部の補助金（ものづくり等補助金や省エネ補助金等）で
加点措置が講じられる

■	宣言策定の過程で、自社の取引が振興基準に適合しているか確認するきっかけになる。
■	「発注者と受注者の間」や「大企業の経営層と購買部門の間」にある取引価格の実態に関する認識ギャップの解消や、
取引条件の「しわ寄せ」防止、「適正な取引価格」の実現につながる。
■	サプライチェーンの中で、取引先に価格協議を申し入れるきっかけにできると期待できる。
■	取引先との共存共栄の関係を築こうとする会社（ホワイト企業）として、認知される。
■	「SDGs」( 持続可能な開発目標 )の取組みを同時達成。「CSR」（企業の社会的責任）や「CSV」（共通価値の創造）、「ス
テークホルダー主義」（米国ビジネスラウンドテーブル）等にも合致する。

１. サプライチェーン全体での付加価値向上へ

２. 親事業者と下請事業者の望ましい取引慣行の遵守が進む

公式ポータルサイト
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ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
勝
ち
抜
く

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

経
営
ト
ッ
プ
が

決
断
す
る
理
由

特
集

「パートナーシップ構築宣言」
ポータルサイトはこちら 本誌掲載内容を動画で紹介！

パートナーシップ構築宣言とは、取引先とパートナーシップを強化するなど「新
たな共存共栄関係の構築」を企業の代表者名で宣言するものです。取引条件の
しわ寄せ防止や、サプライチェーン全体での付加価値向上、規模・系列などを
超えたオープンイノベーションなど、新たな連携促進を目指します。

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
に
加
え
、
米

中
貿
易
戦
争
な
ど
に
よ
り
、
日
本
経
済
を
取
り
巻
く
状
況

は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を

打
破
し
、
官
民
一
体
と
な
っ
て
、
日
本
経
済
の
再
生
を
図
る

こ
と
が
急
務
だ
。
そ
こ
で
本
特
集
で
は
「
大
企
業
と
中
小

企
業
の
新
た
な
共
存
共
栄
」に
向
け
た「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
」
を
発
す
る
こ
と
を
決
断
し
た
各
企
業
の
経

営
者
に
、
そ
の
真
意
を
直
撃
し
た
。

※本特集は月刊石垣3月号（2021年）に掲載されたもので
　役職等は当時のものです。
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取
引
先
と
の
“
共
存
共
栄
”
関
係
の

構
築
を
目
指
す
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
宣
言
」
が
、
昨
年
公
表
さ
れ
た
。

こ
れ
は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
の
効

率
化
に
よ
る
付
加
価
値
の
向
上
や
、
規

模
の
垣
根
を
超
え
た
オ
ー
プ
ン
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
、
取
引
価
格
の

適
正
化
を
図
る
も
の
だ
。
多
く
の
企
業

が
宣
言
を
す
る
こ
と
で
何
が
期
待
で
き

る
の
か
、
日
本
商
工
会
議
所
の
三
村
明

夫
会
頭
に
伺
っ
た
。

く
た
め
に
は
、
生
産
性
の
向
上
が
不
可

欠
で
す
。
す
で
に
人
口
減
少
が
始
ま
っ

て
お
り
、
国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
規
模
の
縮

小
が
予
想
さ
れ
る
中
、
生
産
性
の
向
上

の
み
が
日
本
を
も
う
一
度
元
気
で
豊
か

な
国
に
す
る
手
段
と
い
え
ま
す
。
実
は

中
小
企
業
の
生
産
性
は
毎
年
３
～
５
％

向
上
し
て
い
ま
す
が
、
労
務
費
や
原
材

料
費
な
ど
の
上
昇
分
を
取
引
価
格
に
転

嫁
で
き
ず
目
減
り
し
、
名
目
で
プ
ラ
ス

１
～
２
％
ほ
ど
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ま
ず
は
取
引
価
格
を
適
正
化

す
る
こ
と
、
そ
し
て
大
企
業
と
中
小
企

業
が
協
力
し
て
新
し
い
価
値
を
創
造
す

る
こ
と
で
、
日
本
全
体
の
生
産
性
を
引

き
上
げ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

で
再
び
強
い
「
石
垣
」
を
つ
く
る

―
三
村
会
頭
の
考
え
る
「
新
石
垣
論
」

と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

三
村　

か
つ
て
（
第
13
代
日
本
商
工
会

議
所
会
頭
の
）
永
野
重
雄
さ
ん
は
、
日

本
経
済
は
石
垣
の
よ
う
に
大
中
小
の
形

の
異
な
る
石
が
う
ま
く
組
み
合
わ
さ
る

こ
と
で
、
非
常
に
強き

ょ
う

靭じ
ん

な
体
質
を
備
え

て
い
る
と
、「
日
本
経
済
石
垣
論
」
を
提

唱
し
ま
し
た
。
表
面
的
に
は
大
き
な
石

し
か
見
え
な
く
て
も
、
そ
の
後
ろ
で
小

さ
な
石
が
支
え
て
く
れ
て
い
る
の
だ
と
。

私
も
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
こ
の
20
年
の
間
に
、
大
企
業

企
業
間
の
取
引
関
係
を
適
正
に
し

生
産
性
の
向
上
を
目
指
す

―
今
、
大
企
業
と
中
小
企
業
の
共
存

共
栄
関
係
の
構
築
が
必
要
な
理
由
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

三
村
明
夫
会
頭
（
以
下
、三
村
）　

現
在
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
日
本
経
済
は
大
き

な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い
ま
す
。
経
済

に
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
と
き
、
大
企

業
が
合
理
化
の
手
段
と
し
て
、
中
小
企

業
に
対
し
取
引
価

格
の
引
き
下
げ
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
実
際
、
バ
ブ
ル

崩
壊
後
や
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
の
直
後
に
、

そ
う
し
た
こ
と
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ

ナ
禍
で
大
企
業
の
業

績
が
悪
化
し
て
い
る

状
況
下
、同
様
の
こ

と
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
に
、
大
企
業
と
中

小
企
業
の
取
引
関
係

を
適
正
な
も
の
に
す

る
運
動
を
起
こ
し
た

か
っ
た
と
い
う
の
が

理
由
の
一
つ
で
す
。

―
他
の
理
由
と
い

う
の
は
。

三
村　

今
後
日
本
が

さ
ら
に
成
長
し
て
い

大企業と中小企業の共存共栄で強い石垣を再構築する

日本経済再生へ向けて­─私の“新石垣”論
日本商工会議所会頭　三村 明夫

パートナーシップ構築宣言の意義について語る三村会頭

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
勝
ち
抜
く

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

経
営
ト
ッ
プ
が

決
断
す
る
理
由

特
集

「パートナーシップ構築宣言」
ポータルサイトはこちら 本誌掲載内容を動画で紹介！

パートナーシップ構築宣言とは、取引先とパートナーシップを強化するなど「新
たな共存共栄関係の構築」を企業の代表者名で宣言するものです。取引条件の
しわ寄せ防止や、サプライチェーン全体での付加価値向上、規模・系列などを
超えたオープンイノベーションなど、新たな連携促進を目指します。
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ど
の
よ
う
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
か
。

三
村　

や
は
り
、
こ
の
考
え
方
を
多
く

の
関
係
者
や
企
業
に
理
解
い
た
だ
く
ま

で
が
大
変
で
し
た
。
中
小
企
業
庁
と
連

携
し
て
粘
り
強
く
理
解
を
求
め
、
政
府

関
係
者
を
は
じ
め
広
く
賛
同
し
て
く
れ

る
に
至
り
ま
し
た
。

こ
の
宣
言
を
通
じ
て
取
引
先
企
業
と

適
正
な
関
係
を
つ
く
る
こ
と
は
、
今
叫

ば
れ
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
や
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
資
本
主
義
を
具
体
的
に
実
践
す

る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
だ
か
ら

こ
そ
、
官
邸
や
各
省
庁
、
大
企
業
も
中

小
企
業
も
こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
く
れ

た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
動
き
は
、

今
後
さ
ら
に
広
が
る
で
し
ょ
う
。

―
最
初
に
大
企
業
に
向
け
て
こ
の
話

を
持
ち
掛
け
た
と
き
、
ど
の
よ
う
な
リ

ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
し
た
か
。

三
村　

私
自
身
、
か
つ
て
長
く
営
業
職

に
い
て
取
引
先
と
価
格
交
渉
を
行
っ
て

き
た
の
で
、
実
態
を
よ
く
知
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
大
企
業
経
営
者
も
、
自
分

た
ち
だ
け
が
利
益
を
上
げ
る
こ
と
を
い

い
こ
と
だ
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん
。
社

会
に
貢
献
し
な
が
ら
、
そ
の
中
で
利
益

を
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
企
業
の
あ
る

べ
き
姿
だ
と
思
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
の

具
体
策
と
し
て
取
引
価
格
を
適
正
に
す

る
と
い
う
こ
と
に
、
多
く
の
心
あ
る
経

営
者
が
賛
同
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
自

動
車
や
電
機
、
建
設
業
な
ど
多
く
の
取

引
先
の
あ
る
企
業
が
、
す
で
に
こ
の
宣

く
な
り
ま
し
た
。
す
る

と
購
買
す
る
側
が
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
を
競
わ

せ
て
、
そ
の
中
か
ら
一

番
安
い
と
こ
ろ
を
選
ぶ

よ
う
に
な
り
ま
す
。
バ

ブ
ル
崩
壊
や
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
な
ど
で
、
一

時
的
に
そ
う
い
う
措
置

を
取
っ
た
の
は
や
む
を

得
な
い
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
後
状
況
が

好
転
し
た
ら
、
価
格
を

元
に
戻
さ
な
け
れ
ば
、

中
小
企
業
の
所
得
が

大
企
業
に
移
転
し
た
ま

ま
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。取

引
価
格
と
い
う
の

は
、
人
件
費
増
な
ど
コ

ス
ト
ア
ッ
プ
が
あ
れ
ば

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全

体
で
適
正
に
シ
ェ
ア
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
一
つ
の
運
動
論
と
し
て

定
着
さ
せ
る
こ
と
が
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
」
で
あ
り
、
日
本
経
済
再

生
に
向
け
た
強
い
石
垣
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

企
業
が
宣
言
し
て 

そ
こ
に
心
を
入
れ
る
こ
と
が
大
事

―
こ
の
運
動
を
始
め
る
に
当
た
り
、

と
中
小
企
業
の
取
引
関
係
が
適
正
で
は

な
く
な
り
、
石
垣
が
も
ろ
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
強
い
石
垣

を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

―
日
本
経
済
は
こ
の
20
年
間
、
デ
フ

レ
が
続
い
て
い
ま
す
。

三
村　

日
本
経
済
が
成
長
し
て
い
た
と

き
に
は
、
供
給
能
力
が
需
要
に
追
い
付

か
ず
、
中
小
企
業
を
必
要
と
し
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
２
０
０
０
年
を
過
ぎ

て
か
ら
は
、
需
要
が
減
り
、
供
給
が
多

言
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

―
中
小
企
業
側
か
ら
す
る
と
、「
取

引
価
格
を
上
げ
て
ほ
し
い
」
と
な
か
な

か
言
え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
村　

確
か
に
そ
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

中
小
企
業
庁
の
「
賢＊

人
会
議
」
で
こ
の

宣
言
の
議
論
を
し
た
と
き
、
中
小
企
業

の
悩
み
に
つ
い
て
多
く
の
声
が
出
ま
し

た
。
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
の
は
、サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
と
大
企
業
の
購
買
部
門
と
の

間
に
あ
る
大
き
な
意
識
の
隔
た
り
で
す
。

例
え
ば
、
大
企
業
の
経
営
者
が
公
正

に
購
買
す
る
よ
う
に
購
買
部
門
へ
指
示

し
て
い
て
も
、
購
買
部
門
は
コ
ス
ト
削

減
の
観
点
か
ら
、
取
引
価
格
を
引
き
下

げ
る
こ
と
が
自
分
の
役
割
だ
と
認
識
し

て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

価
格
交
渉
に
応
じ
て
も
ら
え
ず
、「
そ
ん

な
に
言
う
な
ら
他
の
会
社
に
発
注
す
る
」

と
言
わ
れ
て
怖
い
思
い
を
し
た
な
ど
、

中
小
企
業
が
な
か
な
か
声
を
上
げ
ら
れ

な
い
実
態
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
宣
言
の
議
論
を
通
じ
て
、
こ
う

し
た
実
態
が
表
に
出
た
こ
と
が
い
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

―
す
で
に
宣
言
を
し
た
企
業
に
具
体

的
な
変
化
は
現
れ
て
い
ま
す
か
。

三
村　

ま
だ
一
部
で
す
が
、
中
小
企
業

か
ら
、
大
企
業
の
購
買
部
門
の
態
度
が

今
ま
で
と
変
わ
っ
て
き
た
と
い
う
声
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
宣
言
を
し
た
企

業
は
、
い
わ
ば
ホ
ワ
イ
ト
企
業
に
認
定

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
の
で
、

三村会頭（右から２人目）が出席した「第５回成長戦略会議」で菅総理（左端）は「大企業と中小企業のパートナーシッ
プを強化する」と述べた（出典：首相官邸ホームページ）
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ビ
ジ
ネ
ス
が
や
り
や
す
く
な
っ
た
と
い

う
話
も
聞
い
て
い
ま
す
。
た
だ
、
大
事

な
の
は
単
に
宣
言
を
す
る
こ
と
で
は
な

く
、そ
こ
に
“
心
を
入
れ
る
”
こ
と
で
す
。

中
小
企
業
も
た
だ
大
企
業
側
の
変
化
を

期
待
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら
も
具
体

的
に
行
動
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

例
え
ば
、
ど
の
企
業
も
商
材
や
サ
ー

ビ
ス
を
仕
入
れ
る
購
買
者
で
あ
り
、つ

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。　

―
最
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
の
中

で
頑
張
っ
て
い
る
企
業
経
営
者
に
向
け

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
村　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
い
う
と
き
こ
そ
、
自
分

の
企
業
は
「
誰
の
た
め
に
」「
何
の
た
め

に
」
存
在
し
て
い
る
の
か
を
自
問
し
、

そ
れ
に
回
答
を
導
き
出
す
べ
き
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
企
業
は
、
決
し
て
株

主
や
少
数
の
人
た
ち
だ
け
の
た
め
に
存

在
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
従

業
員
の
た
め
に
、
顧
客
の
た
め
に
、
取

引
先
企
業
の
た
め
に
、
社
会
の
た
め
に

も
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
を
単

な
る
理
念
と
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、

具
体
的
な
行
動
に
移
す
こ
と
が
大
切
で

す
。
そ
の
行
動
こ
そ
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
構
築
宣
言
へ
の
参
加
で
す
。
サ

プ
ラ
イ
ヤ
ー
で
あ
り
購
買
者
で
も
あ
る

企
業
が
、「
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
」や「
価
値
の

創
造
」を
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
適

正
に
シ
ェ
ア
す
る
こ
と
を
、
経
営
者
自

ら
が
高
ら
か
に
宣
言
し
て
い
た
だ
き
た

い
。
今
こ
そ
、「
新
し
い
石
垣
」
を
つ
く

る
機
運
を
日
本
全
体
に
盛
り
上
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
、
と
強
く
思
っ
て
い
ま

す
。

＊
賢
人
会
議
：
正
式
名
称
は
、「
価
値
創
造
企
業
に

関
す
る
賢
人
会
議
」。
三
村
会
頭
を
座
長
に
大
企
業

側
5
人
、
中
小
企
業
側
4
人
、
金
融
機
関
1
人 

で

構
成
さ
れ
て
い
る

く
っ
た
も
の
を
売
る
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
で

も
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、自
分
た
ち
が

購
買
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
対
し
て
、
適

正
な
扱
い
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ

し
て
、自
分
た
ち
の
商
品
を
適
正
に
買
っ

て
も
ら
う
た
め
に
も
、
こ
の
運
動
を
も
っ

と
広
げ
て
多
く
の
企
業
に
賛
同
し
て
も

ら
い
、
機
運
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
す
。

宣
言
企
業
を
増
や
し 

宣
言
と
実
態
を
合
わ
せ
て
い
く

―
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

三
村　

一
つ
は
宣
言
企
業
の
数
を
増
や

す
こ
と
で
す
。
１
０
０
０
社
で
も
ま
だ

ま
だ
足
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ
け
数
を

増
や
し
て
、
こ
の
宣
言
を
し
て
い
な
い

企
業
は
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
と
思
う

く
ら
い
の
状
況
を
つ
く
り
上
げ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
は
、
宣
言
と
実

態
を
合
わ
せ
る
こ
と
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
の
精
神
に
ふ
さ
わ
し
い
行

動
も
重
要
で
す
。
今
ま
で
の
宣
言
内
容

は
、
製
造
業
が
中
心
に
な
っ
て
い
ま
し

た
が
、
ど
の
業
界
に
も
そ
れ
ぞ
れ
商
習

慣
が
あ
り
ま
す
。
業
界
の
範
囲
を
広
げ

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
の
習
慣

を
打
ち
破
り
、
質
を
高
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
各
地
の
商
工
会
議
所
に
期
待
し
て

い
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

三
村　

全
国
５
１
５
カ
所
に
商
工
会
議

所
が
あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
秋
田
や
さ

い
た
ま
の
商
工
会
議
所
な
ど
が
、
非
常

に
熱
心
に
こ
の
運
動
を
広
げ
よ
う
と
し

て
お
り
、
宣
言
企
業
も
増
え
て
具
体
的

な
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
各
商
工

会
議
所
の
会
頭
に
は
ぜ
ひ
、
こ
の
宣
言

の
趣
旨
を
踏
ま
え
た
上
で
、
地
域
で
さ

ら
に
宣
言
企
業
を
増
や
す
努
力
を
し
て

江戸城（皇居外苑）の石垣を望む三村明夫会頭
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１
９
２
０
（
大
正
９
）
年
創
立
の
自

動
車
メ
ー
カ
ー
、
マ
ツ
ダ
は
広
島
を
拠

点
に
地
域
に
根
ざ
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
企

業
と
し
て
進
化
し
続
け
て
い
る
。
そ
の

成
長
は
、
常
に
地
域
と
共
に
あ
り
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な

が
ら
「
走
る
歓よ

ろ
こ

び
」
を
提
供
し
続
け

る
歴
史
で
も
あ
る
。
そ
の
マ
ツ
ダ
が
、

創
立
１
０
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
た

２
０
２
０
年
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
を
公
表
し
た
。

取
引
先
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を 

宣
言
を
通
し
て
具
現
化
す
る

―
日
本
を
代
表
す
る
自
動
車
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
ま
た
地
域
の
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣

言
」
に
込
め
た
思
い
に
つ
い
て
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

小
飼
雅
道
会
長
（
以
下
、
小
飼
）　

自

動
車
産
業
は
非
常
に
裾
野
が
広
い
産
業

で
、
拠
点
で
あ
る
広
島
に
は
Ｔ
ｉ
ｅ
ｒ

１
（
一
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）
か
ら
Ｔ
ｉ
ｅ

ｒ
N
（
N
次
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
）、
そ
し
て

素
材
メ
ー
カ
ー
や
金
型
を
は
じ
め
と
す

る
部
品
メ
ー
カ
ー
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス

が
集
積
し
て
い
ま
す
。
弊
社
は
昨
年
１

月
30
日
に
創
立
か
ら
１
０
０
年
を
迎
え

ま
し
た
が
、
取
引
先
に
も
百
年
企
業
が

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
環
境

を
構
築
で
き
た
の
も
取
引
先
と
協
働
・

協
業
の
関
係
が
築
か
れ
て
い
る
か
ら
こ

そ
。
節
目
の
年
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

構
築
宣
言
を
表
明
す
る
機
会
を
い
た
だ

け
て
、
幸
い
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

―
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

に
お
い
て
特
に
意
識
さ
れ
た
点
は
何
で

し
ょ
う
か
。

小
飼　

弊
社
の
歴
史
を
振
り
返
れ
ば
、

存
亡
の
危
機
に
陥
っ
た
こ
と
が
何
度
も

あ
り
ま
す
。そ
の
時
に
支
え
て
く
だ
さ
っ

た
の
が
、
取
引
先
を
は
じ
め
と
し
た
地

域
の
皆
さ
ま
で
す
。
そ
う
し
た
歴
史
を

踏
ま
え
て
、
若
手
従
業
員
を
含
め
て
取

引
先
へ
の
「
感
謝
」
の
気
持
ち
、
姿
勢

を
し
っ
か
り
示
し
て
い
く
こ
と
、
特
に

取
引
先
と
直
接
対
応
し
て
い
る
購
買
部

門
を
は
じ
め
他
部
門
で
も
、
き
ち
ん
と

し
た
「
適
正
取
引
の
徹
底
」
に
向
け
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
を
活
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え 

取
引
先
の
人
材
育
成
に
注
力

―
宣
言
前
か
ら
取
引
先
と
は
良
好
な

関
係
を
築
か
れ
て
い
た
と
い
う
印
象
を

受
け
ま
す
。

小
飼　

取
引
先
と
の
共
存
共
栄
が
あ
っ

て
こ
そ
の
１
０
０
年
で
す
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
に
あ
っ
て
、
取
引
先
と
の
絆
を
よ

り
深
め
て
い
く
と
い
う
意
識
が
強
ま
り

ま
し
た
。
昨
年
４
月
は
弊
社
の
自
動
車

生
産
台
数
が
約
８
割
減
り
、
取
引
先
を

心
配
さ
せ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
５
月
に
は
リ
カ
バ
リ
ー

計
画
を
策
定
し
、
一
週
間
単
位
で
Ｔ
ｉ

ｅ
ｒ
N
ま
で
の
約
７
０
０
社
に
状
況
を

提
示
。
取
引
先
の
協
力
を
得
て
８
月
に

サプライチェーンの共存共栄で
激動、激変の時代を乗り切る
社　名 マツダ株式会社
所在地	 広島県安芸郡府中町新地3-1

小飼 雅道 （こがい・まさみち）

マツダ株式会社 代表取締役会長
広島商工会議所副会頭

マツダの広島本社、広大な敷地内の一角に建
つ。行き交う車、駐車場に止まる自動車のほ
とんどがマツダ社製だ

昭和６（1931）年に販売された三輪トラック「マ
ツダ号DA型」。ここからマツダの歴史は幕を
開けた

マツダ
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小
飼　

取
引
先
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る

能
力
、そ
こ
か
ら
最
適
解
を
導
き
出
す
た

め
の
擦
り
合
わ
せ
能
力
の
必
要
性
を
感

じ
て
い
ま
す
。生
産
も
開
発
も
ユ
ー
ザ
ー

の
ニ
ー
ズ
も
分
か
る
集
団
の
構
築
。
そ

れ
が
弊
社
の
重
要
な
役
割
で
す
。
全
て

の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
向
け
て
、
我
々

の
宣
言
の
内
容
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
適
正
取
引
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

―
御
社
に
と
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業

と
は
ど
う
い
う
存
在
で
す
か
。

小
飼　

自
動
車
は
１
部
品
で
も
足
り
な

け
れ
ば
完
成
し
ま
せ
ん
。
取
引
先
と
は

「
１
対
１
」
の
関
係
の
共
同
体
だ
と
認
識

し
て
い
ま
す
。パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
し
て

協
力
し
て
も
ら
う
べ
く
、で
き
る
だ
け
情

報
を
開
示
し
、製
品
に
対
す
る
思
い
や
ビ

ジ
ョ
ン
を
共
有
し
て
マ
ツ
ダ
の
“
走
る

歓
び
”
に
共
感
し
て
い
た
だ
く
。
そ
う

し
た
信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ
の
マ
ツ

ダ
ブ
ラ
ン
ド
だ
、
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

営
資
源
）
を
使
っ
て
い
く
考
え
で
す
。

―
多
く
の
取
引
先
と
の
関
係
性
を
維

持
す
べ
く
独
自
に
展
開
し
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

小
飼　

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
が
、
そ
の
一
つ
に
「
五
位
一
体

活
動
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
弊
社
の

購
買
部
門
や
生
産
部
門
な
ど
社
内
５
部

門
が
製
品
開
発
の
初
期
段
階
か
ら
一
体

と
な
っ
て
活
動
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

高
性
能
か
つ
ロ
ー
コ
ス
ト
な
自
動
車
を

量
産
で
き
る
よ
う
、
弊
社
や
取
引
先
の

生
産
設
備
を
最
大
限
活
用
し
、
今
後

３
年
間
、
５
年
間
で
量
産
し
て
い
く
車

種
の
共
通
の
シ
ス
テ
ム
を
明
確
に
し
て
、

２
０
２
６
年
３
月
期
に
目
指
し
て
い
る

年
間
販
売
１
８
０
万
台
を
支
え
る
生
産

規
模
の
維
持
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

―
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
共
存
共
栄

に
向
け
て
、
配
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

何
で
し
ょ
う
か
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
す
る
こ
と

で
、
取
引
先
自
ら
が
工
程
の
ム
ダ
を
無

く
し
、
改
善
で
き
る
取
り
組
み
で
す
。

―
社
内
教
育
だ
け
で
は
な
く
取
引
先

の
人
材
育
成
に
も
注
力
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

小
飼　

そ
う
で
す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
の
共
存
共
栄
を
考
え
れ
ば
、
人

材
育
成
は
必
須
で
す
。
特
に
今
後
の
I 

T
化
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た
技
術
や
、

成
功
事
例
の
共
有
な
ど
、
企
業
の
体
質

改
善
、
強
化
の
必
要
性
を
今
回
の
コ
ロ

ナ
禍
で
多
く
の
取
引
先
も
気
付
か
れ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
５
年
先
、
10
年
先

を
見
据
え
た
人
材
育
成
に
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

生
産
も
開
発
も
ユ
ー
ザ
ー
の 

ニ
ー
ズ
も
分
か
る
集
団
へ

―
取
引
先
と
の
「
取
引
適
正
化
」
に

向
け
て
心
掛
け
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

小
飼　

宣
言
で
は
下
請
け
代
金
は
現
金

で
支
払
う
こ
と
、
旧
型
の
金
型
の
無
償

管
理
要
請
を
行
わ
な
い
よ
う
に
十
分
配

慮
す
る
こ
と
を
明
文
化
し
て
い
ま
す
。

近
年
多
発
し
て
い
る
自
然
災
害
に
関
し

て
も
、
２
０
１
８
年
の
西
日
本
豪
雨
の

経
験
を
生
か
し
、
い
ち
早
く
物
流
、
生

産
ラ
イ
ン
を
止
め
て
リ
ス
ク
を
回
避
し
、

取
引
先
の
従
業
員
を
含
め
て
地
域
全
体

を
守
る
べ
く
、
マ
ツ
ダ
の
リ
ソ
ー
ス
（
経

は
通
常
の
操
業
状
態
に
戻
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
期
に
取
引
先
を
回
り
、

資
金
繰
り
が
厳
し
い
と
こ
ろ
に
は
持
続

化
給
付
金
や
雇
用
調
整
助
成
金
の
申
請

の
サ
ポ
ー
ト
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、

取
引
金
融
機
関
に
弊
社
か
ら
も
お
願
い

す
る
な
ど
、
共
に
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越

え
て
き
ま
し
た
。

―
そ
う
し
た
状
況
下
で
の
宣
言
に
対

し
、取
引
先
の
反
応
は
い
か
が
で
し
た
か
。

小
飼　

多
く
の
取
引
先
か
ら
好
意
的
な

コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
生
産
現
場
が
稼
働
し
な
い
、
で

き
な
い
時
期
こ
そ
、
従
業
員
の
教
育
や

生
産
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
力
を
入
れ
、

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
は
も
っ
と
効
率
的

に
生
産
し
て
い
き
た
い
、
そ
の
た
め
の

指
導
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
も
た
く

さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
弊
社

の
社
員
を
派
遣
し
、イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

教
育
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
各
社
内
にマツダの工場は全長約７kmというまち並みの規模

工場内では、ロボットアームがまるで意志をもっているかの
ような緻密な動きをする

１ライン１車種ではなく多彩な車種が流れているのが特徴。
少ない設備でローコスト、効率アップを図っている



2021. 別冊 10

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
の

冒
頭
に
は
、「
直
接
の
取
引
先
を
通

じ
て
そ
の
先
の
取
引
先
に
働
き
か
け

る
（「
T
i
e
r	

N
」
か
ら
「
T
i
e
r	

N
+
1
」
へ
と
い
う
取
り
組
み
）
こ
と

に
よ
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で

の
付
加
価
値
向
上
に
取
り
組
む
」
と
い

う
一
文
が
あ
る
。
オ
ム
ロ
ン
取
締
役
会

長
の
立
石
文
雄
さ
ん
が
語
る
同
社
の
姿

勢
は
、
ま
さ
に
宣
言
の
実
現
を
目
指
す

も
の
だ
っ
た
。

製
造
業
が
直
面
す
る
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
四
つ
の
課
題

―
製
造
業
が
直
面
す
る
課
題
を
ど
う

認
識
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

立
石
文
雄
会
長
（
以
下
、
立
石
）　

日

本
の
製
造
業
の
状
況
、
特
に
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
観
点
か
ら
課
題
を
四
つ
挙

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
つ
目
は
、
階
層
型
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
へ
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
の
変
革
で

す
。
こ
の
課
題
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

大
企
業
を
頂
点
と
す
る
「
階
層
構
造
」

か
ら
、
企
業
間
で
の
情
報
共
有
や
協
業

が
進
む
「
水
平
構
造
」
へ
の
変
化
の
動

き
が
見
ら
れ
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

う
ま
く
活
用
し
な
が
ら
、
中
小
企
業
が

特
定
の
大
企
業
の
み
な
ら
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
主
体
と
連
携
し
て
い
く
こ
と
で
、

新
た
な
価
値
を
創
造
す
る「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
型
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
」
を
構
築
し

て
い
き
ま
す
。

二
つ
目
は
、
日
本
の
産
業
の
国
際
競

争
力
の
維
持
・
強
化
で
す
。
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
拡
大
し
、

そ
し
て
複
雑
化
し
て
い
ま
す
。
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
の
世
界
に
お
い
て
も
、
リ
ス
ク
回

避
の
た
め
の
分
散
化
や
多
元
化
が
加
速

す
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
点

を
踏
ま
え
な
が
ら
、
日
本
の
製
造
業
の

「
国
際
競
争
力
」
を
維
持
・
強
化
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

三
つ
目
は
、
中
小
企
業
で
の
高
齢
化・

人
手
不
足
問
題
で
す
。
日
本
の
経
済
・

産
業
・
雇
用
を
支
え
る
中
小
企
業
に
お

い
て
、
今
、
高
齢
化
や
人
手
不
足
の
問

題
が
、
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。「
生
産
性

の
向
上
」「
事
業
承
継
」「
技
能
継
承
」

へ
の
対
応
が
急
務
で
す
。

四
つ
目
は
、
業
務
の
自
動
化
・
非
接

触
化
と
い
っ
た
デ
ジ
タ
ル
強き

ょ
う

靭じ
ん

化
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
感
染
拡
大
抑
制
の
た

め
、「
人
と
人
と
の
接
触
機
会
の
抑
制
」

が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
業
務
の
自
動
化
・
非
接
触
化

と
い
っ
た
、「
デ
ジ
タ
ル
強
靭
化
」
を
徹

底
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

大
企
業
・
中
小
企
業
が
互
い
の 

強
み
を
生
か
し
て
課
題
を
解
決

―
そ
う
し
た
課
題
に
対
し
、「
大
企

業
の
果
た
す
べ
き
役
割
」
と
は
、
ど
の

よ
う
な
も
の
で
す
か
。

立
石　

大
企
業
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

し
て
、
特
定
の
大
企
業
を
頂
点
と
す
る

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
階
層
構
造
を
、

フ
ラ
ッ
ト
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
に
変
え

て
い
く
「
仕
組
み
の
変
革
」
と
、
中
小

企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め
に
、

Ｉ
Ｔ
系
の
知
識
や
経
験
に
富
む
人
材
の

派
遣
を
含
め
た
支
援
を
強
化
す
る
こ
と
。

つ
ま
り
、「
支
援
」
の
両
面
が
あ
る
と
考

え
ま
す
。
国
が
豊
か
に
な
る
た
め
に
も
、

「
中
小
企
業
の
生
産
性
向
上
」
を
大
企

業
が
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「電子血圧計」などで収集したデータを医療従事
者と共有して非接触の遠隔診療を実現

パートナー企業と共に
社会的課題の解決を目指す

社　名 オムロン株式会社
所在地 京都市下京区塩小路通堀川東入 オムロン

立石 文雄 （たていし・ふみお）

オムロン株式会社 取締役会長
京都商工会議所副会頭
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菓
子
職
人
が
、
ヒ
ト
に
し
か
で
き
な
い

新
し
い
商
品
開
発
に
一
層
注
力
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

除
菌
作
業
代
行
は
、
除
菌
作
業
の

従
事
者
を
は
じ
め
と
す
る
人
々
の
感
染

症
リ
ス
ク
の
低
減
に
貢
献
し
た
事
例
で

す
。
紫
外
線
照
射
ロ
ボ
ッ
ト
を
製
作
す

る
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に
は
、
モ
バ
イ
ル

ロ
ボ
ッ
ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

世
界
20
カ
国
以
上
で
展
開
中
で
す
。

遠
隔
診
療
は
、
オ
ム
ロ
ン
の
「
電
子

血
圧
計
」
な
ど
で
収
集
し
た
デ
ー
タ
を

医
療
従
事
者
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
通

院
時
の
感
染
リ
ス
ク
を
避
け
る
、
遠
隔

診
療
を
実
現
し
ま
し
た
。

―
今
後
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
の
関

係
や
展
望
な
ど
に
つ
い
て
、
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

立
石　

製
造
業
の
立
場
か
ら
申
し
上
げ

る
と
、
従
来
の
大
量
消
費
を
前
提
と
し

た
大
量
生
産
で
、
世
界
中
の
人
々
を
豊

か
に
し
て
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
大
量

廃
棄
に
よ
る
環
境
問
題
な
ど
、
未
来
の

社
会
に
暗
い
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

工
業
社
会
が
も
た
ら
し
た
「
負
の
遺
産
」

を
払ふ

っ

拭し
ょ
く

す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
生
産

か
ら
廃
棄
ま
で
の
直
線
的
な
「
リ
ニ
ア・

エ
コ
ノ
ミ
ー
」
か
ら
、
循
環
型
の
「
サ
ー

キ
ュ
ラ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
」
へ
と
変
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

中
長
期
的
に
は
こ
の
大
き
な
社
会
的

課
題
に
も
、パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
共
に
、取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

と
オ
ム
ロ
ン
が
共
に
企
業
価
値
を
高
め

て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、さ
ら
に
新
た
な

社
会
的
課
題
に
挑
戦
し
続
け
る
、
そ
ん

な
「
円
環
的
」
か
つ
「
持
続
的
」
な
成

長
を
続
け
ら
れ
る
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
苦
し
む
顧
客
を 

支
援
す
る
取
り
組
み

―
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
直
面
す
る
課

題
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

立
石　

冒
頭
で
製
造
業
の
課
題
を
お
話

し
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
は
製
造
業
の
大

半
を
占
め
る
中
小
企
業
が
解
決
す
べ
き

課
題
で
も
あ
り
ま
す
。
経
団
連
の
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
委
員
会
で
議
論
し
て
い

る
課
題
は
、
中
小
企
業
の
商
流
・
金
流

に
お
け
る
「
デ
ジ
タ
ル
化
の
遅
れ
」、
後

継
者
を
は
じ
め
と
す
る
人
材
不
足
（
特

に
技
能
・
技
術
の
面
で
顕
著
）、
そ
し

て
、生
産
性
に
つ
い
て
で
す
。
当
社
で
は
、

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
が
抱
え
る
課
題
に
つ

い
て
、
事
業
活
動
を
通
じ
て
、
顧
客
や

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
把
握
す
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

特
に
国
が
推
進
す
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ

ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
対

応
で
は
、（
当
社
で
も
人
材
が
十
分
に

育
っ
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
）
人
材
供
給
や
技
術
の
サ
ポ
ー

ト
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
大
企
業
が
連
携
し

て
講
師
と
な
っ
て
、
中
小
企
業
に
技
術

や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
教
え
、
人
材
を
育
て
る

「
教
室
」
を
開
く
と
い
う
方
法
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。

―
終
わ
り
が
見
通
せ
な
い
コ
ロ
ナ
禍

に
あ
り
、
オ
ム
ロ
ン
の
社
会
的
課
題
解

決
に
対
す
る
取
り
組
み
支
援
や
連
携
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

立
石　

食
品
企
業
に
お
け
る
ロ
ボ
ッ
ト

導
入
事
例
、
除
菌
作
業
代
行
、
遠
隔
診

療
の
三
つ
を
紹
介
し
ま
す
。

ロ
ボ
ッ
ト
導
入
事
例
に
は
、冷
凍
ケ
ー

キ
を
開
発
・
製
造
・
販
売
す
る
食
品
会

社
の
例
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
当
社
の
Ｓ

Ｅ
が
現
場
に
入
り
、
調
査
・
分
析
に
基

づ
く
提
案
を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
東

京
の
プ
ル
ー
フ・オ
ブ・コ
ン
セ
プ
ト・ラ

ボ
（
実
機
モ
デ
ル
を
使
っ
て
顧
客
と
課

題
解
決
策
を
実
証
す
る
施
設
）
で
検
証

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、職
人
技
の

ケ
ー
キ
の
盛
り
付
け
を
ロ
ボ
ッ
ト
が
代

行
す
る
こ
と
に
成
功
し
、「
人
手
不
足
の

解
消
」に
貢
献
で
き
ま
し
た
。そ
の
結
果
、

―
２
０
２
０
年
８
月
、
オ
ム
ロ
ン
は

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
を
策

定
・
公
表
し
ま
し
た
。
宣
言
に
込
め
た

思
い
や
狙
い
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

立
石　

社
会
的
課
題
が
山
積
し
、
一
方

で
変
革
の
ス
ピ
ー
ド
が
速
ま
っ
て
い
る

中
で
、
よ
り
良
い
社
会
を
目
指
す
た
め

に
は
、
自
社
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
中
小
企
業
を
は
じ
め
と

す
る
「
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
」
と
共
に
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
社
会

的
課
題
の
解
決
を
目
指
す
こ
と
を
宣
言

に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

―
立
石
さ
ん
が
お
考
え
に
な
る

「
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
」
と
の
あ
る
べ
き
姿

と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

立
石　

フ
ラ
ッ
ト
に
一
緒
に
な
っ
て
共
に

社
会
的
課
題
に
立
ち
向
か
い
、
互
い
の

強
み
を
生
か
し
て
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

解
決
す
る
関
係
性
で
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
社
会
的
価
値
を
高
め
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業モバイルロボットがUVC（紫外線）光を自動で照射して、

清掃員の安全確保や労働力の確保といった課題を解決

生産現場に協調ロボットを導入することにより、人手不
足解消と３密回避の両立を実現
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て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
発
で
競
業
を
避

け
る
た
め
に
、
カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
へ
と
シ

フ
ト
し
た
ん
で
す
。
当
時
、
ア
メ
リ
カ

に
行
く
と
ほ
と
ん
ど
が
カ
ジ
ュ
ア
ル
服

だ
っ
た
の
で
、
日
本
で
も
必
ず
こ
れ
が

主
流
に
な
る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で

84
年
に
「
ユ
ニ
ー
ク
・
ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
・

ウ
エ
ア
ハ
ウ
ス
」（
略
称
ユ
ニ
ク
ロ
）
の

１
号
店
を
広
島
市
に
出
店
し
ま
し
た
。

―
危
機
感
が
発
端
だ
っ
た
の
で
す
か
。

柳
井　

地
方
の
小
売
店
と
い
う
の
は
規

模
も
小
さ
く
、「
そ
の
日
暮
ら
し
」
と
い

う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
も
っ
と
仕
事

を
し
な
け
れ
ば
潰
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

一
生
懸
命
仕
事
を
す
れ
ば
将
来
が
あ
り
、

自
分
た
ち
の
進
む
方
向
を
決
め
れ
ば
成

長
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
。
そ
こ
で

カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
店
を
全
国
展
開
し
、

上
場
し
よ
う
と
目
標
を
立
て
た
ん
で
す
。

実
際
、
94
年
に
上
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
に
は
日
本
で
１
位
か
２
位
の

カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
専
門
店
に
な
っ
て
い

た
の
で
、
次
は
世
界
に
進
出
し
よ
う
と

決
め
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
で
い
え
ば
、

国
体
で
金
メ
ダ
ル
を
取
っ
た
ら
、
次
は

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
金
メ
ダ
ル
を
取
り
た

い
で
し
ょ
う
？ 

そ
れ
で
世
界
に
出
店
し

た
と
い
う
の
が
概
略
で
す
。

“
良
い
会
社
”
に
な
ら
な
け
れ
ば

他
社
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
組
め
な
い

―
日
本
企
業
が
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の

１
９
４
９
（
昭
和
24
）
年
に
山
口
県

宇
部
市
で
メ
ン
ズ
シ
ョ
ッ
プ
小
郡
商
事

と
し
て
創
業
し
た
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ

リ
ン
グ
。
同
社
の
メ
イ
ン
ブ
ラ
ン
ド「
ユ

ニ
ク
ロ
」
は
、
今
や
日
本
の
み
な
ら
ず

世
界
か
ら
愛
さ
れ
る
人
気
ブ
ラ
ン
ド
と

な
っ
た
。
ま
ち
の
小
売
店
か
ら
世
界
的

な
企
業
へ
と
成
長
す
る
過
程
に
は
、
ど

の
よ
う
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た

の
か
。
同
社
会
長
兼
社
長
の
柳
井
正
さ

ん
に
聞
い
た
。

一
生
懸
命
仕
事
を
し
、
進
む
方
向

を
決
め
れ
ば
成
長
で
き
る

―
紳
士
服
か
ら
カ
ジ
ュ
ア
ル
衣
料
に

舵か
じ

を
切
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

柳
井
正
会
長
（
以
下
、
柳
井
）
も
と
も

と
商
店
街
の
中
で
紳
士
服
や
紳
士
用
品

を
扱
う
小
売
店
で
し
た
。
僕
が
社
長
を

継
い
だ
こ
ろ
に
郊
外
型
紳
士
服
店
が
業

績
を
拡
大
し
て
い
て
、
当
社
は
出
遅
れ

中
で
生
き
残
る
た
め
に
は
、
何
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
か
。

柳
井　

会
社
は
日
本
国
内
に
あ
っ
て
も

全
て
グ
ロ
ー
バ
ル
に
通
じ
て
い
る
の
で
、

国
内
だ
け
を
見
て
い
て
は
ダ
メ
で
す
。

も
っ
と
世
界
に
開
い
た
日
本
企
業
に
な

る
こ
と
が
不
可
欠
と
考
え
ま
す
。
こ
れ

は
大
企
業
も
中
小
企
業
も
同
じ
で
す
。

零
細
企
業
で
あ
っ
て
も
、
当
社
が
そ
う

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
世
界
に
開
か
れ
た

企
業
に
な
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。

―
日
本
が
国
際
競
争
力
を
強
化
し
て

い
く
た
め
に
、
大
企
業
と
中
小
企
業
が

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
う
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

柳
井　

ま
ず
は
大
企
業
や
中
小
企
業
を

まず、経営者自らが動き
社内でイノベーションを起こすべき

社　名 株式会社ファーストリテイリング
所在地 山口県山口市佐山10717-1

柳井 正 （やない・ただし）

株式会社ファーストリテイリング 
代表取締役会長兼社長

94年に念願の株式上場を果たす（当時）宇部市でスタートしたメンズショップ店舗（当時）

ファーストリテイリング
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外
に
経
営
者
は
、
現
実
を
見
て
い
な
い

も
の
で
す
。
そ
の
証
拠
に
、「
あ
な
た
の

業
界
は
い
い
業
界
で
す
か
？
」
と
聞
く

と
、大
抵「
は
い
」と
答
え
ま
す
。
で
も
、

儲も
う

か
っ
て
い
な
け
れ
ば
い
い
業
界
と
は

言
え
な
い
で
し
ょ
う
？ 

な
ら
ば
、
そ
う

な
る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
を
真
剣

に
考
え
て
努
力
す
る
。
そ
れ
に
は
仲
間

が
必
要
で
す
。
中
小
企
業
同
士
で
も
い

い
し
、
大
企
業
相
手
で
も
い
い
の
で
、

仲
間
を
増
や
し
て
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
何
度

も
言
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
は
経
営
者
自

ら
が
動
い
て
、ま
ず
は
社
内
で
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
れ
ら
が
ど
の
よ
う
に
最
終
製
品
や
最

終
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ
て
い
く
の
か
と
い
う

筋
道
を
論
理
的
に
示
し
、
相
手
に
認
め

て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
た
と
え

態
度
が
大
き
い
相
手
で
も
、
真
剣
に
説

明
を
受
け
れ
ば
納
得
し
、
話
は
前
に
進

む
で
し
ょ
う
。「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
」
は
、
そ
う
い
う
こ
と
を
目
指

す
宣
言
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
こ
の
宣
言
を
通
じ
て
、
企
業
経
営

者
の
方
に
期
待
し
て
い
る
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

柳
井　

も
っ
と
大
き
な
夢
を
持
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
現
実
を

把
握
す
る
こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
意

部
の
企
業
が
「
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
」

と
言
っ
て
く
る
。
そ
れ
が
自
社
に
と
っ

て
良
い
企
業
な
ら
一
緒
に
や
れ
ば
い
い

ん
で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
良
い
会

社
に
な
る
努
力
を
し
な
が
ら
、
経
営
者

自
ら
が
リ
ー
ド
し
て
や
っ
て
い
か
な
い

限
り
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
生
ま
れ
な
い

と
思
い
ま
す
。

対
等
な
関
係
を
築
く
た
め
に
ま
ず

経
営
者
が
変
わ
る
こ
と
が
重
要

―「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

の
ど
の
よ
う
な
点
に
賛
同
し
ま
し
た
か
。

柳
井　

ど
の
企
業
も
そ
う
で
す
が
、

パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
な
け
れ
ば
生
き
残
っ

て
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
強
い
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
に
は
、
お

互
い
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、

W
i
n
‒W
i
n
の
関
係
で
や
っ
て
い
く

こ
と
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
は
、

相
手
が
大
企
業
で
あ
れ
中
小
企
業
で
あ

れ
、
対
等
な
立
場
で
仕
事
を
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。
例
え
ば
、
相
手
か

ら
「
買
っ
て
や
る
」
と
い
う
態
度
を
と

ら
れ
た
ら
、「
買
っ
て
も
ら
う
必
要
は
な

い
」
と
考
え
ま
す
。
相
手
だ
っ
て
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
か
ら
買
う
わ
け
で
し
ょ
う
？ 

ま
た
、理
由
も
な
く
値
切
ら
れ
た
ら
、「
理

由
を
示
し
て
ほ
し
い
」と
言
う
べ
き
で
す
。

逆
を
言
え
ば
、
相
手
に
も
の
を
売
る

と
き
、
自
分
た
ち
の
部
品
や
サ
ー
ビ
ス

の
付
加
価
値
を
き
ち
ん
と
説
明
し
て
、

問
わ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
が
将
来
何

を
し
た
い
の
か
、
現
在
何
を
す
る
べ
き

な
の
か
を
真
剣
に
考
え
、“
良
い
会
社
”

に
な
る
努
力
を
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

お
互
い
が
良
い
会
社
で
な
け
れ
ば
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
組
む
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
し
、W
i
n
‒W
i
n
の
関
係
に
な
ら

な
け
れ
ば
続
き
ま
せ
ん
。で
す
か
ら
、
大

企
業
が
下
請
け
企
業
の
取
引
価
格
を
不

当
に
引
き
下
げ
る
と
い
っ
た
こ
と
を
し

て
は
な
ら
な
い
し
、
中
小
企
業
も
大
企

業
の
下
請
け
を
し
て
い
れ
ば
安
泰
と
い

う
心
構
え
で
は
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

―
そ
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
ど

う
お
考
え
で
す
か
。

柳
井　

僕
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
な
い

と
こ
ろ
に
発
展
は
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
は
ま
ず
、
経
営
者
自
身
が

そ
の
必
要
性
を
真
に
自
覚
し
て
、
社
内

に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
奨
励
す
る
と
い
い

で
し
ょ
う
。
す
る
と
、
そ
れ
を
見
た
外

「ユニクロ」１号店を出店した84年以降の
売上収益の推移

英国オックスフォードストリート店
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の
が
「
我
等
の
精
神
は
人
道
と
友
愛
で

あ
る
」
と
い
う
社
是
と
、
後
に
制
定
さ

れ
た
「
全
従
業
員
の
物
心
両
面
の
幸
福

を
追
求
す
る
と
同
時
に
、
人
類
・
社
会

の
進
歩
発
展
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
経

営
理
念
で
す
。
こ
れ
が
意
味
す
る
と
こ

ろ
は
、
人
間
と
し
て
正
し
い
道
を
貫
き
、

社
員
同
士
が
お
互
い
に
家
族
の
よ
う
に

愛
情
を
持
ち
、
切せ

っ

磋さ

琢た
く

磨ま

し
て
い
こ
う

と
い
う
精
神
で
す
。
社
内
で
家
族
の
よ

う
な
信
頼
関
係
を
つ
く
り
、
そ
れ
に
幸

せ
を
感
じ
た
人
が
、お
客
さ
ま
、取
引
先
、

そ
し
て
社
会
に
対
し
て
幸
せ
を
届
け
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
う
い
う
会
社
で
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
今
回
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築

宣
言
に
込
め
た
思
い
は
。

塚
本　

当
社
に
は
、
企
業
は
世
の
中
の

幸
せ
に
貢
献
す
る
た
め
に
存
在
す
べ
き

だ
と
い
う
信
念
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に

は
取
引
先
の
人
た
ち
も
幸
せ
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
当
社
は
ど

う
あ
る
べ
き
か
と
考
え
る
と
、
や
は
り

お
互
い
に
共
存
共
栄
の
関
係
で
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
は
、
そ
う
い
っ

た
当
社
の
考
え
方
に
ぴ
っ
た
り
合
っ
て

い
ま
し
た
。

お
客
さ
ま
の
要
望
に
応
え
る
た
め
に
、

自
分
た
ち
は
努
力
し
な
い
で
取
引
先
に

そ
れ
を
求
め
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

取
引
先
と
の
関
係
を
50
／
50
（
フ
ィ
フ

テ
ィ
・
フ
ィ
フ
テ
ィ
）
に
す
る
と
い
う
厳

石
川
県
小
松
市
に
本
社
が
あ
る
コ
マ

ニ
ー
は
、
業
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る

パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
（
間
仕
切
り
）
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
以
前
か
ら
、
取
引
先
と
は
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
共
存
共
栄
の
関
係
を
築

き
、
公
平
か
つ
公
正
な
取
引
を
行
う
努

力
を
続
け
て
き
た
。
そ
の
た
め
の
従
業

員
教
育
の
徹
底
や
取
引
先
満
足
度
調
査

の
実
施
な
ど
、
Ｐ＊

Ｄ
Ｃ
Ａ
に
よ
る
評
価・

改
善
を
行
っ
て
お
り
、パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
構
築
宣
言
を
し
た
企
業
を
リ
ー
ド
す

る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

取
引
先
と
の
関
係
を
50
／
50
に 

そ
れ
が
互
い
の
成
長
に
つ
な
が
る

―
御
社
の
社
是
や
経
営
理
念
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

塚
本
幹
雄
会
長
（
以
下
、
塚
本
）
創
業

者
で
あ
る
私
の
父
が
、
会
社
の
経
営
が

非
常
に
苦
し
い
と
き
に
、
自
社
を
い
い

会
社
に
し
た
い
と
い
う
思
い
で
つ
く
っ
た

し
い
流
れ
の
方
が
、
お
互
い
に
仕
事
の

質
は
上
が
る
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
そ

れ
が
、
お
互
い
の
成
長
に
も
つ
な
が
る
。

こ
の
共
存
共
栄
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
関
係
と
い
う
の
は
、
こ
れ
か
ら
の
企

業
が
発
展
し
て
く
た
め
に
は
絶
対
に
必

要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

購
買
担
当
者
が
緊
張
感
を
持
っ
て 

仕
事
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た

―
御
社
の
公
平
か
つ
公
正
な
取
引
を

行
う
た
め
の
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
ご
説
明
く
だ
さ
い
。

塚
本　

経
営
理
念
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ

「パートナーシップ構築宣言」をすることは
企業の成長手形を得るようなもの

社　名 コマニー株式会社
所在地 石川県小松市工業団地1-93

塚本 幹雄 （つかもと・みきお）

コマニー株式会社 
代表取締役 会長執行役員
小松商工会議所常議員

毎朝の朝礼では「理念手帳」を輪読。全社員を
対象にした１泊２日の「理念研修」も行っている

全社員が持っている「理念手帳」には10カ条77
項目の理念が書かれている

コマニー



「パートナーシップ構築宣言」
経営トップが決断する理由

2021. 別冊15

が
、
今
後
の
企
業
の
在
り
方
に
ど
の
よ

う
な
変
化
を
与
え
る
と
思
い
ま
す
か
。

塚
本　

取
引
先
が
豊
か
に
な
ら
な
い
と
、

発
注
側
で
あ
る
自
社
も
豊
か
に
な
れ
ま

せ
ん
。
常
に
お
互
い
が
W
i
n
‒W
i
n

の
関
係
で
あ
る
こ
と
で
、
全
体
の
経
済

が
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
は
、
こ
れ
か
ら

の
世
の
中
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
、

お
互
い
に
共
存
共
栄
で
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
て

い
ま
す
。
宣
言
す
る
こ
と
で
、
そ
の
企

業
は
成
長
の
手
形
を
得
た
よ
う
な
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
会
社
が
自
分
の

と
こ
ろ
だ
け
で
全
て
が
で
き
る
時
代
は

終
わ
っ
て
い
ま
す
。
今
、
ち
ょ
う
ど
い
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構

築
宣
言
と
い
う
仕
組
み
が
で
き
た
こ
と

は
、非
常
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊
P
D
C
A
と
は
、
P
l
a
n
：
計
画
す
る
、
D
o
：
実

行
す
る
、
C
h
e
c
k
：
評
価
す
る
、
A
c
t
i
o
n
：

改
善
す
る
、
の
略
称
で
P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
と
も
呼
ば

れ
る

出
て
き
ま
す
か
ら
。
そ
の
た
め
担
当
者

た
ち
は
勉
強
し
て
情
報
を
仕
入
れ
、
取

引
先
に
提
案
し
た
り
し
て
、
一
緒
に
な
っ

て
改
善
す
る
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
で

す
の
で
、
こ
の
取
り
組
み
は
今
の
と
こ

ろ
は
う
ま
く
動
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

仕
入
れ
価
格
を
押
し
付
け
ず 

相
場
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
交
渉

―
取
引
先
と
価
格
を
協
議
す
る
際
、

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
合
理
的
な
交
渉
を

行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

塚
本　

ど
の
会
社
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の

目
標
値
が
あ
り
、
取
引
先
に
安
く
し
て

く
だ
さ
い
と
言
う
こ
と
が
一
番
楽
な
の

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
相
手
も
納
得

が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
当
社
は
、
一
方

的
に
仕
入
れ
価
格
を
押
し
付
け
る
の
で

は
な
く
、
原
料
と
な
る
素
材
の
相
場
の

動
き
を
常
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
当
社
の
仕

入
れ
価
格
の
交
渉
を
し
て
い
ま
す
。
先

方
か
ら
も
、原
料
の
相
場
価
格
が
上
が
っ

て
い
る
か
ら
も
う
ち
ょ
っ
と
高
く
し
て

ほ
し
い
と
い
う
話
が
出
て
き
ま
す
。
価

格
に
つ
い
て
は
お
互
い
に
１
０
０
％
納

得
と
い
う
の
は
難
し
い
で
す
が
、
あ
る

程
度
の
納
得
性
を
持
っ
て
価
格
設
定
が

で
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
で
す
の
で
、

そ
う
い
う
意
味
で
は
取
引
先
か
ら
評
価

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

―
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言

ま
だ
け
で
な
く
従
業
員
や
取
引
先
が
、

当
社
が
行
っ
て
い
る
こ
と
を
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。
そ

の
結
果
を
踏
ま
え
、
反
省
す
べ
き
点
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
改
善
の
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。

取
引
先
へ
の
調
査
は
、
や
っ
て
い
い

も
の
か
と
い
う
意
見
が
社
内
で
も
あ
り

ま
し
た
。
価
格
や
納
期
が
厳
し
い
な
ど

と
い
う
意
見
ば
か
り
上
が
っ
て
き
て
、

そ
れ
に
対
処
す
る
の
は
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
い
う
心
配
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。
し
か
し
、
共
存
共
栄
と
言
っ
て
い

る
以
上
、
取
引
先
の
た
め
に
自
ら
も
努

力
し
て
改
善
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
、
始
め
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

―
こ
れ
に
よ
り
取
引
先
か
ら
は
ど
の

よ
う
な
反
応
が
あ
り
ま
し
た
か
。

塚
本　

取
引
先
を
集
め
た
交
流
会
を
開

い
て
取
引
先
満
足
度
調
査
の
結
果
を
発

表
し
、
こ
れ
に
対
す
る
当
社
の
対
応
や

考
え
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

ま
で
オ
ー
プ
ン
に
し
て
い
る
の
で
、
取

引
先
に
は
前
向
き
に
捉
え
て
い
た
だ
き
、

当
社
の
考
え
方
も
よ
く
分
か
っ
て
い
た

だ
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
後
は
、
弊
社
と
取
引
先
が
一
緒

に
な
っ
て
改
善
を
行
っ
た
事
例
が
出
て

い
ま
す
。
ま
た
、
当
社
の
購
買
担
当
者

が
常
に
緊
張
感
を
持
っ
て
仕
事
に
取
り

組
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
共
存
共
栄

の
精
神
と
違
う
こ
と
を
し
て
し
ま
う
と
、

取
引
先
か
ら
し
っ
か
り
と
そ
の
反
応
が

が
実
際
の
業
務
で
し
っ
か
り
行
わ
れ
て

い
る
か
確
認
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

当
社
は
２
０
１
７
年
に
お
客
さ
ま
満
足

度
調
査
を
開
始
し
、
そ
の
後
は
従
業
員

満
足
度
調
査
、
そ
し
て
18
年
か
ら
は
取

引
先
満
足
度
調
査
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
三
つ
の
調
査
に
よ
り
、
お
客
さ

東京営業所には市場開発部が置かれ、ショールームも併設
されている

製造現場でも会社の社是や理念は浸透している 本社工場。第４工場まであるほか、営業所が全国各地に広がる
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小
企
業
と
の
間
で
、事
業
や
技
術
の
ニ
ー

ズ
と
シ
ー
ズ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る
場

を
提
供
し
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
効
果
、
コ

ス
ト
を
踏
ま
え
た
課
題
解
決
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
当
初
は
環
境
を
テ
ー
マ
に

展
開
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
好
評

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
へ
と
発
展
し
、

現
在
に
至
り
ま
す
。

―
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
成
果
が

得
ら
れ
ま
し
た
か
。

尾
崎　

大
企
業
延
べ
60
社
が
技
術
ニ
ー

ズ
や
シ
ー
ズ
を
発
表
、
全
国
の
中
堅
・

中
小
企
業
な
ど
か
ら
延
べ
７
５
６
９
人

が
参
加
し
、
１
０
０
０
件
近
い
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
商
談
を
き
っ
か
け
に
実
現
し
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
連
携
事
業
も
顕
著
で
す
。

―
接
点
の
な
か
っ
た
大
企
業
と
中
小

企
業
の
出
会
い
の
場
と
し
て
の
期
待
値

が
ま
す
ま
す
高
ま
り
そ
う
で
す
。

尾
崎　

激
変
す
る
時
代
の
中
で
新
た
な

課
題
も
増
え
、
大
企
業
も
中
小
企
業
も

ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
対
応
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
各
社
の
こ
れ
ま
で
の
事
業
の

延
長
線
上
で
は
な
く
、
他
分
野
の
技
術
、

ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
イ
ン

ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
湧
き
、
新
た
な
解

決
策
、
新
規
事
業
に
発
展
す
る
こ
と
は

大
い
に
あ
り
得
ま
す
。「
も
っ
と
大
阪
」

を
含
め
、
そ
う
し
た
場
を
提
供
す
る
中

立
・
公
正
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し

て
商
工
会
議
所
の
役
割
は
大
き
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

大
阪
商
工
会
議
所
で
は
「
Ｍ
ｏ
Ｔ

Ｔ
ｏ	

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（
通
称
：
も
っ
と

大
阪
）
と
題
し
、
大
企
業
と
中
小
企
業

の
連
携
に
よ
る
技
術
、製
品
開
発
、事
業

化
に
向
け
た
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援
を
実
施

し
て
い
る
。
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

同
所
の
尾
崎
裕
会
頭
と
「
も
っ
と
大
阪
」

に
参
加
し
た
企
業
２
社
か
ら
、
参
加
の

動
機
と
成
果
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

大
企
業
と
中
小
企
業
の 

“
出
会
い
”
を
積
極
的
に
つ
く
る

―
「
Ｍ
ｏ
Ｔ
Ｔ
ｏ	

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
オ
ー

プ
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

（
以
下
、
も
っ
と
大
阪
）
は
ど
の
よ
う
な

経
緯
で
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

尾
崎
裕
会
頭
（
以
下
、
尾
崎
）
運
営
が

始
ま
っ
た
の
は
２
０
０
９
年
７
月
か
ら

で
す
。
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
へ
の

関
心
が
高
ま
る
中
、
大
阪
商
工
会
議
所

が
旗
振
り
役
と
な
っ
て
、
大
企
業
と
中

大
企
業
と
の
技
術
連
携
で 

新
規
事
業
が
拡
大
、
躍
進
す
る

―
「
も
っ
と
大
阪
」
に
参
加
し
た
動

機
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

藤
井
義
久
社
長
（
以
下
、
藤
井
）　

弊

社
は
１
９
６
５
年
創
業
の
ス
テ
ン
レ
ス

製
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
継
手
を
製
造
販
売
し

て
い
る
会
社
で
す
。
そ
の
技
術
を
生
か

し
て
熱
交
換
器
の
製
造
販
売
に
参
入
し

た
の
で
す
が
、
熱
交
換
器
分
野
で
は
後

発
メ
ー
カ
ー
。
ず
っ
と
苦
戦
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
時
に
大
阪
商
工
会
議
所

の
「
も
っ
と
大
阪
」
を
知
り
、
大
阪
ガ

ス
と
の
技
術
連
携
に
名
乗
り
出
ま
し
た
。

２
０
１
１
年
の
こ
と
で
す
。

―
商
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。

藤
井　

い
え
、
最
初
は
１
０
０
０
℃
の

耐
熱
性
の
あ
る
熱
交
換
器
と
い
う
条
件

が
あ
っ
て
採
用
に
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

企業のマッチングの場を創出し
地域全体に技術革新を起こす

尾崎 裕 （おざき・ひろし）

大阪商工会議所会頭

大阪商工会議所
所在地 大阪市中央区本町橋2-8

藤井 義久
（ふじい・よしひさ）

株式会社大栄螺旋工業 
代表取締役社長

大阪商工会議所
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―
連
携
の
成
果
は
い
か
が
で
す
か
。

木
幡　

21
年
春
に
、
完
成
し
た
製
品
が

シ
ャ
ー
プ
か
ら
も
情
報
発
信
さ
れ
る
予

定
で
、
イ
ン
パ
ク
ト
は
大
き
い
と
期
待

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
阪
商
工
会
議

所
の
キ
ャ
リ
ア
人
材
採
用
支
援
事
業
を

活
用
し
て
、
シ
ャ
ー
プ
出
身
の
Ｏ
Ｂ
を

中
心
に
開
発
で
き
た
こ
と
、
共
同
開
発

は
、
セ
ン
サ
部
分
の
基
本
設
計
は
弊
社
、

量
産
技
術
は
シ
ャ
ー
プ
が
担
当
し
、
先

行
し
て
セ
ン
サ
の
事
業
化
を
進
め
、
段

階
的
に
電
源
応
用
に
取
り
組
む
と
い
う

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
関
係
を
築
け
た
の

も
良
か
っ
た
で
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は

１
社
で
解
決
で
き
る
も
の
は
多
く
あ
り

ま
せ
ん
。
企
業
が
連
携
し
て
対
応
す
る

必
要
性
を
さ
ら
に
強
く
感
じ
ま
し
た
。

す
。し
か
し
、２
０
１
３
年
よ
り
Ｉ
ｏ
Ｔ

（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
や
医
療

機
器
分
野
に
も
積
極
的
に
挑
戦
し
、
老

舗
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
と
銘
打
っ
て
新
事

業
開
拓
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て

「
も
っ
と
大
阪
」へ
の
参
加
を
機
に
18
年
、

シ
ャ
ー
プ
と
の
共
同
開
発
契
約
に
こ
ぎ

つ
け
た
わ
け
で
す
。

―
ど
う
い
っ
た
技
術
シ
ー
ズ
で
締
結

に
至
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

木
幡　

16
年
に
産
学
官
連
携
で
、
既
存

の
計
器
の
計
測
値
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

「
後
付
け
計
器
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
ユ
ニ
ッ
ト
」
の

開
発
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
電
源
は

リ
チ
ウ
ム
電
池
で
し
た
。
一
方
、
シ
ャ
ー

プ
は
色
素
増
感
太
陽
電
池
を
開
発
し
、

Ｉ
ｏ
Ｔ
セ
ン
サ
用
電
池
と
し
て
使
え
る

用
途
を
探
し
て
い
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、

共
同
開
発
を
提
案
し
て
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

―
大
企
業
と
の
連
携
で
配
慮
し
た
こ

と
は
あ
り
ま
す
か
。

藤
井　

要
求
事
項
が
明
確
で
、
提
示
し

た
答
え
に
裏
付
け
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
丁
寧
に
対
応

し
、
時
に
は
公
的
機
関
と
連
携
し
て
誠

実
に
応
え
て
い
く
。
そ
れ
が
信
頼
関
係

に
つ
な
が
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

新
規
開
拓
か
ら
技
術
連
携
を 

実
現
し
た
老
舗
ベ
ン
チ
ャ
ー

―
「
も
っ
と
大
阪
」
に
は
２
０
１
７

年
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

木
幡
巌
社
長
（
以
下
、
木
幡
）　

は
い
。

大
阪
商
工
会
議
所
の
紹
介
で
参
加
し
ま

し
た
。
弊
社
は
創
業
が
１
９
０
９
年
の

圧
力
計
メ
ー
カ
ー
で
、
私
で
４
世
代
目

に
な
り
ま
す
。
船
舶
向
け
な
ど
の
産
業

用
圧
力
計
を
主
軸
に
、
計
測
制
御
機
器

と
管
理
シ
ス
テ
ム
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

船
舶
機
器
は
長
期
間
使
わ
れ
る
こ
と
も

あ
り
、創
業
当
初
か
ら
基
本
原
理
が
変

わ
ら
な
い
製
品
を
つ
く
り
続
け
て
い
ま

し
か
し
、
半
年
後
に
大
阪
ガ
ス
か
ら
連

絡
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
正
直
、
驚
き

ま
し
た
。
当
時
、
大
阪
ガ
ス
は
小
型
の

水
素
製
造
装
置
「
Ｈ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｅ
」

の
開
発
で
コ
ン
パ
ク
ト
設
計
に
力
を
入

れ
て
い
ま
し
た
。
弊
社
が
得
意
と
す
る

フ
レ
キ
シ
ブ
ル
継
手
の
一
つ
、
コ
ル
ゲ
ー

ト
（
螺
旋
状
）
チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た
熱

交
換
器
な
ら
３
分
の
１
の
サ
イ
ズ
ダ
ウ

ン
が
図
れ
ま
す
。
当
初
の
条
件
よ
り
も

広
い
視
野
で
弊
社
の
強
み
に
目
を
留
め

て
く
だ
さ
っ
た
の
で
す
。
納
期
短
縮
、

コ
ス
ト
低
減
も
含
め
て
再
提
案
し
、
採

用
と
な
り
ま
し
た
。

―
技
術
連
携
後
、
ど
の
よ
う
な
成
果
、

効
果
が
あ
り
ま
し
た
か
。

藤
井　

大
阪
ガ
ス
の
グ
ル
ー
プ
会
社
か

ら
熱
交
換
器
関
連
の
発
注
を
継
続
的
に

い
た
だ
い
て
い
て
、熱
交
換
器
事
業
の
売

り
上
げ
が
３
割
増
、
倍
増
し
た
月
も
あ

り
ま
す
。
他
に
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
分

野
、
ボ
イ
ラ
ー
業
界
か
ら
の
引
き
合
い

も
増
え
、一
つ
の
挑
戦
が
次
に
つ
な
が
り
、

ま
た
広
が
る
好
循
環
が
で
き
て
い
ま
す
。

創業当初から基本原理が変わらず製造されている圧力計。
この技術力を生かしてIoT、医療機器分野に進出した

木幡計器製作所とシャープ
が共同開発する「低消費電
力センサ通信モジュール」
の試作品

大栄螺旋工業の熱交
換器。0.3㎜の薄さで
製造できる独自のコル
ゲートチューブを採用
した自信作

木幡 巌
（こばた・いわお）

株式会社木幡計器製作所 
代表取締役

北大阪水素ステーション内のHYSERVEに採
用。小型化と低コスト化に貢献
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た
め
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
考

え
方
の
浸
透
が
不
十
分
で
す
。
あ
る
県

内
中
小
企
業
か
ら
は
「
発
注
元
の
大
手

企
業
が
、
急
な
減
産
や
増
産
と
い
っ
た

生
産
計
画
の
変
更
を
押
し
付
け
て
く
る

こ
と
が
あ
り
、
振
り
回
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
大
企
業
と
比
べ
て
規
模
的
に
も
体

力
的
に
も
弱
い
中
小
企
業
に
対
し
、
利

益
の
適
正
な
配
分
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。

─
─
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」

と
い
う
取
り
組
み
に
対
す
る
印
象
は
。

池
田　

日
本
の
企
業
、
特
に
中
小
企
業

は
生
産
性
の
低
さ
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、

ど
の
よ
う
に
付
加
価
値
を
高
め
る
か
が

課
題
で
す
。
そ
れ
に
は
企
業
努
力
が
必

要
で
す
が
、
自
助
だ
け
で
は
難
し
い
問

題
も
あ
り
ま
す
。
大
企
業
と
の
間
で
、

適
正
な
価
格
で
の
取
引
が
で
き
ず
、
コ

ス
ト
ダ
ウ
ン
な
ど
の
要
請
で
付
加
価
値

を
生
み
出
せ
な
い
状
況
で
す
。
し
か
し

中
小
企
業
は
声
を
挙
げ
づ
ら
く
、
解
決

は
簡
単
で
は
な
い
。

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
」
の

輪
を
広
め
る
こ
と
で
大
企
業
と
中
小
企

業
が
協
力
し
て
適
正
な
価
格
を
実
現

し
、新
た
に
協
業
に
よ
る
価
値
の
創
出
な

ど
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
中
小
企
業
の
付
加
価
値
が

高
ま
り
、
設
備
投
資
や
人
件
費
の
増
加

な
ど
経
済
の
好
循
環
な
ど
に
つ
な
が
り
、

そ
れ
が
労
働
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
原

さ
い
た
ま
商
工
会
議
所
の
池
田
一
義

会
頭
が
先
頭
に
立
っ
て
県
内
企
業
に
働

き
掛
け
を
行
い
、
埼
玉
県
は
全
国
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
宣
言
企
業
数
を
誇
っ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
埼
玉
県
の
産
業
界
に
お

け
る
宣
言
の
意
義
な
ど
に
つ
い
て
池
田

会
頭
に
話
を
伺
う
と
と
も
に
、
実
際
に

宣
言
を
行
っ
た
さ
い
た
ま
市
内
の
大
・

中
小
企
業
の
経
営
者
に
も
、
宣
言
し
た

理
由
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。

適
正
な
取
引
価
格
を
実
現
し 

中
小
企
業
の
付
加
価
値
を
高
め
る

―
今
の
県
内
の
大
企
業
と
中
小
企
業

の
関
係
を
ど
う
認
識
し
て
い
ま
す
か
。

池
田
一
義
会
頭
（
以
下
、
池
田
）
大
企

業
自
体
が
コ
ロ
ナ
禍
で
業
績
悪
化
し
た

こ
と
も
あ
り
、
コ
ス
ト
削
減
圧
力
が
下

請
け
企
業
に
及
ぶ
こ
と
を
懸
念
し
て
い

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
大
企
業
と
中
小
企
業

は
上
下
の
関
係
に
あ
り
、
共
存
共
栄
の

動
力
に
も
な
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

─
─
な
ぜ
池
田
会
頭
が
先
頭
に
立
ち
推

進
し
て
い
こ
う
と
考
え
た
の
で
す
か
。

池
田　

県
内
産
業
は
「
事
業
所
数
の
多

さ
」
と
「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
成

す
る
裾
野
の
広
い
産
業
が
数
多
い
」
の

が
特
徴
で
す
。
例
え
ば
自
動
車
、
化
学
、

建
設
な
ど
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
事
業

所
数
は
全
国
５
位
で
あ
り
な
が
ら
、
労

働
生
産
性
は
22
位
と
低
い
。
こ
れ
を
改

善
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

単
に
埼
玉
県
だ
け
で
完
結
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
宣
言
の
輪
を
拡

大
し
、
適
正
な
取
引
を
広
げ
る
こ
と
で
、

県
内
企
業
の
生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
。

加
え
て
中
小
企
業
側
に
も
変
革
を
促

し
、
例
え
ば
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
実
装
に

よ
る
生
産
性
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
県

内
の
生
産
性
を
高
め
、そ
の
結
果
、中
小

企
業
の
賃
金
の
引
き
上
げ
と
消
費
の
増

加・地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

ほ
し
い
と
の
思
い
で
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
さ
に
S
D
G
s
の
取
り
組
み
そ
の
も

の
で
す
。

多
く
の
企
業
が
宣
言
す
る
こ
と
で 

共
存
共
栄
の
考
え
方
が
浸
透
す
る

─
─
働
き
掛
け
た
企
業
（
経
営
者
）
側

の
反
応
や
評
価
は
ど
う
で
し
た
か
。

池
田　

経
営
者
の
方
々
は
お
お
む
ね
宣

言
の
意
義
を
理
解
し
、
ほ
と
ん
ど
が
前

向
き
に
検
討
す
る
と
い
う
反
応
で
し
た
。

宣言の輪を広げることが
県内企業の生産性向上につながる

さいたま商工会議所
所在地 埼玉県さいたま市浦和区

高砂3-17-15

池田 一義 （いけだ・かずよし）

さいたま商工会議所会頭 
埼玉県商工会議所連合会会長 
株式会社埼玉りそな銀行取締役会長

さいたま商工会議所



「パートナーシップ構築宣言」
経営トップが決断する理由

2021. 別冊19

栄
の
考
え
方
が
浸
透
し
て
ほ
し
い
。
そ

し
て
こ
の
宣
言
が
社
会
規
範
と
な
っ
て

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
的
な
ル
ー
ル
と
な

り
、
当
た
り
前
に
順
守
さ
れ
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

を
始
め
た
例
も
あ
り
ま
す
。

大
企
業
と
下
請
け
企
業
、
川
上
か
ら

川
下
ま
で
全
て
の
企
業
が
宣
言
を
理
解

し
、
宣
言
を
行
う
こ
と
で
、
本
当
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
構
築
さ
れ
、
共
存
共

仕
組
み
を
変
え
て
い
く
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
す
。宣
言
し
た
こ
と
で
取
引

先
と
の
信
頼
関
係
が
深
ま
っ
た
と
い
う

声
や
、取
引
先
企
業
が
宣
言
し
た
こ
と
を

知
っ
て
親
企
業
が
宣
言
へ
の
取
り
組
み

一
方
で
、
社
内
で
宣
言
内
容
の
精
査
や

現
状
の
取
引
条
件
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

く
と
、
宣
言
項
目
を
ク
リ
ア
で
き
な
い

部
分
が
出
て
く
る
。
経
営
者
の
賛
同
を

得
ら
れ
て
も
、
実
際
の
取
引
を
変
え
る

こ
と
へ
の
購
買
部
門
や
現
場
の
反
対
が

ネ
ッ
ク
と
な
り
、宣
言
に
躊ち

ゅ
う

躇ち
ょ

す
る
ケ
ー

ス
も
あ
り
ま
す
。

中
小
企
業
の
中
に
は
、
自
社
が
宣
言

し
て
も
大
手
企
業
に
取
り
組
ん
で
も
ら

わ
な
い
と
意
味
が
な
い
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
。
宣
言
の
効
果
を
上
げ
る
た

め
に
も
、
商
流
の
川
上
か
ら
川
下
ま
で

全
体
が
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

大
企
業
か
ら
率
先
し
て
取
り
組
む
、
業

界
全
体
で
取
り
組
み
を
促
す
と
い
っ
た

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

─
─
宣
言
の
広
ま
り
に
対
す
る
「
今
後

の
期
待
」
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

池
田　

宣
言
は
企
業
が
仕
事
や
取
引
の

「パートナーシップ構築宣言」した各社経営者と池田会頭（右から
２人目）

鯵坂 司郎
（あじさか・しろう）

株式会社タムロン 
代表取締役社長

小澤 日出行
（おざわ・ひでゆき）

株式会社東京チタニウム 
代表取締役会長

田部井 良
（たべい・りょう）

毎日興業株式会社 
代表取締役社長

感
じ
と
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
企
業

が
宣
言
す
る
も
の
だ
と
い
う
考
え
も

あ
り
ま
す
が
、
中
小
で
も
多
数
の
企

業
が
声
を
挙
げ
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。今
は
取
引
先
に
、宣

言
し
た
こ
と
を
通
知
し
て
い
る
最
中

で
す
。
そ
の
結
果
は
ま
だ
出
て
い
ま

せ
ん
が
、長
期
に
わ
た
っ
て
努
力
す
る

継
続
性
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
毎
日
興
業
】
田
部
井
良
社
長

20
年
以
上
前
か
ら
取
引
先
を
パ
ー

ト
ナ
ー
さ
ま
と
呼
ぶ
よ
う
心
掛
け
て

い
る
の
で
、宣
言
は
我
々
の
考
え
を
そ

の
ま
ま
表
現
で
き
る
き
っ
か
け
に
な

る
と
思
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
取
引

先
に
対
し
て
価
格
面
な
ど
で
苦
し
い

思
い
を
さ
せ
て
い
な
い
か
確
認
し
ま

し
た
。
私
た
ち
も
顧
客
か
ら
厳
し
い

価
格
で
仕
事
を
い
た
だ
い
て
お
り
、

改
善
に
は
正
直
難
し
い
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、
宣
言
し
た
こ
と
で
、
パ
ー

ト
ナ
ー
さ
ま
た
ち
と
は
、
お
互
い
に

効
率
や
生
産
性
を
高
め
ら
れ
る
シ
ス

テ
ム
を
共
同
で
つ
く
っ
て
い
こ
う
と
い

う
前
向
き
な
話
が
で
き
て
い
ま
す
。

【
タ
ム
ロ
ン
】
鯵
坂
司
郎
社
長

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
構
築
宣
言
は
、

企
業
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
い
い
宣

言
だ
と
思
い
、
取
り
組
み
を
始
め
ま

し
た
。
弊
社
は
国
内
外
に
約
１
６
０

社
の
パ
ー
ト
ナ
ー
が
い
て
、
調
達
が

グ
ロ
ー
バ
ル
に
わ
た
り
ま
す
。
本
社

の
調
達
部
門
と
話
を
進
め
る
中
で
改

善
す
べ
き
点
が
多
い
こ
と
を
認
識
し
、

こ
れ
は
宣
言
す
べ
き
だ
と
判
断
し
ま

し
た
。
宣
言
に
よ
り
短
期
的
な
業
績

を
求
め
る
こ
と
は
難
し
い
で
す
が
、

中
長
期
の
業
績
向
上
に
向
か
っ
て

パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
と
共
に
達
成
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
こ
の
宣

言
に
よ
り
W
i
n
‒W
i
n
の
関
係
を

築
い
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
東
京
チ
タ
ニ
ウ
ム
】
小
澤
日
出
行
会
長

私
は
「
下
請
け
」
と
い
う
言
葉
に

抵
抗
感
が
あ
り
、宣
言
の
テ
ー
マ
で
あ

る「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」は
私
の
考

え
と
共
通
し
て
い
ま
し
た
。
中
小
企

業
は
大
企
業
に
対
し
て
な
か
な
か
声

を
挙
げ
ら
れ
な
い
の
が
現
状
で
、
宣

言
か
ら
は
そ
れ
を
改
善
す
る
考
え
が

取引先企業とWin-Winの関係を築く



●取引先を引受保険会社や同社提携会社が
　保有する情報に基づき審査するため、
　与信管理業務の効率化、強化が可能
●貸倒損失への補償が、保険金の支払いにより
　行われるため、キャッシュフローへの影響を軽減
●貸倒損失を一定の保険料負担により保険に
　転嫁することで、費用を平準化することが可能
●売掛債権の保全となり、金融機関等に
　対する信用力が向上

●日本を除く、全世界が保険適用地域
●損害賠償金のほか、争訟費用も補償
●訴訟トラブルに巻き込まれた際、保険会社が
　代わって解決までの対応をサポート
●取引先から間接的に輸出された製品、
　外国人旅行客等によって日本国外に
　持ち出された製品に起因する事故も補償
●生産物回収費用（リコール費用）も補償

海外取引先の
債権回収不能リスクに
備えるなら

輸出取引信用
保険制度

輸出製品などの海外における
ＰＬリスク、リコールリスクに
備えるなら

中小企業海外PL
保険制度

損害保険ジャパン株式会社・東京海上日動火災保険株式会社・三井住友海上火災保険株式会社

お 問 い 合 わ せ 先 各地商工会議所 商工会議所名簿 日本商工会議所

制 度 運 営https : / /hoken . jcc i .or . jp商工会議所の保険制度HP

引受保険会社

●補償の内容、対象業種は引受保険会社によって異なります。 ●一部の商工会議所では、本制度・プランを取り扱っていない場合がありま
す。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本募集広告は制度概要を示したものです。詳しくは、お近くの商工会議所に
ご確認ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い
合わせください。
本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービスが日本商工会議所の経営協力により作成したものです。


